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10
月
５
日
、
サ
ン

ラ
イ
ズ
杷
木
で
「
つ

る
フ
ェ
ス
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
マ
ル

シ
ェ
に
は
、
朝
倉
東

高
校
の
生
徒
が
立

ち
上
げ
た
㈱
Ｅ
ａ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｉ
ｎ

ｃ
.(
イ
ー
ス
タ
ー

イ
ン
ク
)な
ど

20
店

が
出
店
。

ま
た
、
白
バ
イ
・
パ

ト
カ
ー
・
消
防
車
な

ど
も
来
て
く
れ
ま

し
た
。
鑑
識
体
験
や

記
念
撮
影
な
ど
、
楽

し
い
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

９
月
11
日
、総
務
文
教
常

任
委
員
会
で
、
福
田
小
・
馬

田
小
・
南
陵
中
の
ト
イ
レ
を

視
察
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
の
指
摘
を

受
け
止
め
、
市
は
当
初
の
予

定
を
２
年
前
倒
し
、令
和
10

年
度
ま
で
に
全
小
中
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
目
指

す
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
充
実
の
た

め
、
一
日
も
早
い
整
備
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
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【一般質問追跡】

令和６年８月３日、朝倉オートキャンプ場として

リニューアルオープンました。

電源付のオートサイトからフリーサイトまで、さ

まざまなキャンプスタイルに対応しています。

A 水源地域の特性ある現状を生かし、魅力ある

活用策を広く検討している。

Q あまぎ水の文化村において、「水辺のふれあい

ゾーン」がほとんど利用されていない。今後

の活用策は。　（令和３年９月定例会）

次回定例会の予定

12月５日開会日
12月10日～12日一般質問

12月12日議案質疑
12月13日～17日常任委員会

12月20日閉会日 

※11月29日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、車
い
す
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
草
場
龍
治
選

手（
朝
倉
市
馬
田
出
身
）が
出
場

し
、悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

地
元
出
身
の
選
手
の
活
躍
に
、元

気
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
元
気
を
糧
に
、こ
れ
か
ら

も
分
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し
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令
和
５
年
度
決
算
今
後
の
物
価
・
金
利
の
上
昇
に
注
意
が
必
要

今
後
を
見
据
え
た
財
政
運
営
を

　令
和
５
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、
歳
入
４
１
７
億

１
９
９
７
万
円
、
歳
出
４
０
１
億
４
１
７
５
万
円
と

歳
入
、
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
実
質
収
支
は
12
億
７
１
０
０
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
、
基
金
の
確
保
や
繰
り
上
げ
償
還
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
新
庁
舎
建
設
工
事
と
並
行

し
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
多
額
の
市
費
を
必
要
と
す
る
う
え
、
物
価
高
騰
、

金
利
上
昇
に
よ
り
、
公
債
費
等
の
歳
出
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
経
済
の
動
向
に
注
視
し
、
国
・
県
か
ら
の
情
報
収

集
を
適
切
に
行
い
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

委
員
が
特
に
着
目
し
た
事
業
は
３
ペ
ー
ジ

令和５年度　朝倉市会計別決算

【令和５年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】

４１７億１，５１９万円

４９３万円

６８億１,５６３万円

２億８,０４８万円

１０億４,４１７万円

６０億６,８８０万円

１４２億１,４０３万円

１億７,３６４万円

８億６,１０８万円

１,１１１万円

４０億７,１７４万円

５１億１,７５８万円

６１０億４,６８１万円

４０１億３,６９８万円

４９３万円

６７億５,４４２万円

２億７,３４８万円

１０億１,２０１万円

５８億７,８５８万円

１３９億２,３４２万円

２億２,３６６万円

１１億１,１９５万円

１,１１２万円

４５億１,２９０万円

５８億５,９６５万円

５９９億２,００６万円

簡 易 水 道 事 業

令和５年度 令和４年度

４１７億１,９９７万円

４０１億４,１７５万円

３８６億６,０００万円

３７３億１,９４６万円

１７４億８,４０３万円

３００億９,２８６万円

１８４億９,２４１万円

２８７億４,５６３万円

９２.５％

８.１％

０.５０

９２.２％

８.６％

０.５１

★
経
常
収
支
比
率

　
毎
年
連
続
し
て
入
っ
て
く
る

お
金
の
う
ち
、
使
い
道
を
指
定

さ
れ
ず
に
使
え
る
お
金
を
、
継

続
し
て
固
定
的
に
支
出
し
て
い

る
経
費
に
ど
の
程
度
充
て
て
い

る
か
を
示
す
比
率
。

　
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
、
使

い
道
を
指
定
さ
れ
ず
に
使
え
る

お
金
の
割
合
が
大
き
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

★
実
質
公
債
費
比
率

　
財
政
規
模
に
占
め
る
単
年

度
の
借
金
返
済
の
割
合
を
示

す
比
率
。

★
財
政
力
指
数

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

を
示
す
数
値
。
こ
の
指
数
が
１
.

０
０
を
超
え
る
団
体
は
、
財

源
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付

団
体
と
な
る
。

★
基
金
現
在
高

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
資
金
(
貯
金
・
積

立
金
)。

★
地
方
債
現
在
高

　
財
政
上
必
要
と
す
る
資
金

を
外
部
か
ら
調
達
し
た
も
の
。

地
方
公
共
団
体
の
借
金
。

第３次朝倉市総合計画の基本目標に沿った

令和５年度決算　注目事業
議員が注目した決算を紹介します。
（決算委員会の質疑は４、５ページ）

移住
定住

移住定住交流センター

運営事業

３，９００万円

シティプロモーション推進の拠点として、

「コンネアサクラ」を整備しました。

（令和６年４月２２日オープン）

市
民
と
と
も
に
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

保健
福祉

帯状疱疹予防接種助成事業

１，６９０万円

５０歳以上の市民を対象に、帯状疱疹予防

接種料金の一部助成を行いました。

健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

環境
保全

高校生の提言活用事業

「減らせ流木ＤＩＹ」

２０万円

平成 23年度から実施している高校生の提言。

流木や間伐材を活用したＤＩＹイベントの

提言を事業化し、森林資源の有効活用と環

境保全のＰＲ促進を図りました。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

安全
安心

同報系防災行政無線戸別受信機

導入及び機器更新事業

１億５,７５０万円

屋外拡声子局等の機器更新及び必要な世帯

に対し、戸別受信機を配備しました。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

観光
促進

秋月藩成立４００年記念事業

２，０８０万円

記念イベント事業・秋月博物館と市内宿泊

コラボ事業等を実施。観光地づくり支援を

行いました。

魅
力
的
な
観
光
資
源
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り

生涯
学習

Ｂ＆Ｇ海洋センター

大規模改修事業

４，２９０万円

Ｂ＆Ｇ海洋センターの大規模改修（ボイラー

更新、プール塗装等）を行い、快適に利用

できるようになりました。

（令和６年４月２日リニューアルオープン）

生
き
る
力
を
育
み
、
生
涯
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

※普通会計には「一般会計」「住宅新築資金等貸付特別会計」が含まれます

（直営診療施設勘定）

介 護 保 険

2令和６年11月１日号　あさくら市議会だより
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令
和
５
年
度
決
算
今
後
の
物
価
・
金
利
の
上
昇
に
注
意
が
必
要

今
後
を
見
据
え
た
財
政
運
営
を

　令
和
５
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、
歳
入
４
１
７
億

１
９
９
７
万
円
、
歳
出
４
０
１
億
４
１
７
５
万
円
と

歳
入
、
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
実
質
収
支
は
12
億
７
１
０
０
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
、
基
金
の
確
保
や
繰
り
上
げ
償
還
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
新
庁
舎
建
設
工
事
と
並
行

し
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
多
額
の
市
費
を
必
要
と
す
る
う
え
、
物
価
高
騰
、

金
利
上
昇
に
よ
り
、
公
債
費
等
の
歳
出
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
経
済
の
動
向
に
注
視
し
、
国
・
県
か
ら
の
情
報
収

集
を
適
切
に
行
い
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

委
員
が
特
に
着
目
し
た
事
業
は
３
ペ
ー
ジ

令和５年度　朝倉市会計別決算

【令和５年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】

４１７億１，５１９万円

４９３万円

６８億１,５６３万円

２億８,０４８万円

１０億４,４１７万円

６０億６,８８０万円

１４２億１,４０３万円

１億７,３６４万円

８億６,１０８万円

１,１１１万円

４０億７,１７４万円

５１億１,７５８万円

６１０億４,６８１万円

４０１億３,６９８万円

４９３万円

６７億５,４４２万円

２億７,３４８万円

１０億１,２０１万円

５８億７,８５８万円

１３９億２,３４２万円

２億２,３６６万円

１１億１,１９５万円

１,１１２万円

４５億１,２９０万円

５８億５,９６５万円

５９９億２,００６万円

簡 易 水 道 事 業

令和５年度 令和４年度

４１７億１,９９７万円

４０１億４,１７５万円

３８６億６,０００万円

３７３億１,９４６万円

１７４億８,４０３万円

３００億９,２８６万円

１８４億９,２４１万円

２８７億４,５６３万円

９２.５％

８.１％

０.５０

９２.２％

８.６％

０.５１

★
経
常
収
支
比
率

　
毎
年
連
続
し
て
入
っ
て
く
る

お
金
の
う
ち
、
使
い
道
を
指
定

さ
れ
ず
に
使
え
る
お
金
を
、
継

続
し
て
固
定
的
に
支
出
し
て
い

る
経
費
に
ど
の
程
度
充
て
て
い

る
か
を
示
す
比
率
。

　
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
、
使

い
道
を
指
定
さ
れ
ず
に
使
え
る

お
金
の
割
合
が
大
き
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

★
実
質
公
債
費
比
率

　
財
政
規
模
に
占
め
る
単
年

度
の
借
金
返
済
の
割
合
を
示

す
比
率
。

★
財
政
力
指
数

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

を
示
す
数
値
。
こ
の
指
数
が
１
.

０
０
を
超
え
る
団
体
は
、
財

源
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付

団
体
と
な
る
。

★
基
金
現
在
高

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
資
金
(
貯
金
・
積

立
金
)。

★
地
方
債
現
在
高

　
財
政
上
必
要
と
す
る
資
金

を
外
部
か
ら
調
達
し
た
も
の
。

地
方
公
共
団
体
の
借
金
。

第３次朝倉市総合計画の基本目標に沿った

令和５年度決算　注目事業
議員が注目した決算を紹介します。
（決算委員会の質疑は４、５ページ）

移住
定住

移住定住交流センター

運営事業

３，９００万円

シティプロモーション推進の拠点として、

「コンネアサクラ」を整備しました。

（令和６年４月２２日オープン）

市
民
と
と
も
に
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

保健
福祉

帯状疱疹予防接種助成事業

１，６９０万円

５０歳以上の市民を対象に、帯状疱疹予防

接種料金の一部助成を行いました。

健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

環境
保全

高校生の提言活用事業

「減らせ流木ＤＩＹ」

２０万円

平成 23年度から実施している高校生の提言。

流木や間伐材を活用したＤＩＹイベントの

提言を事業化し、森林資源の有効活用と環

境保全のＰＲ促進を図りました。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

安全
安心

同報系防災行政無線戸別受信機

導入及び機器更新事業

１億５,７５０万円

屋外拡声子局等の機器更新及び必要な世帯

に対し、戸別受信機を配備しました。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

観光
促進

秋月藩成立４００年記念事業

２，０８０万円

記念イベント事業・秋月博物館と市内宿泊
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魅
力
的
な
観
光
資
源
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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生
き
る
力
を
育
み
、
生
涯
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

※普通会計には「一般会計」「住宅新築資金等貸付特別会計」が含まれます

（直営診療施設勘定）

介 護 保 険
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【決算審査特別委員会】 【決算審査特別委員会】

一般会計
令和５年度

 令和５年度の一般会計決算について

「決算審査特別委員会」 の中で行われた

 質疑と答弁を抜粋して紹介します。

選ばれる返礼品に変化が見られる

ふるさと応援寄附金事業

　ふるさと納税の返礼品において、飲料水が

占める割合に変化はあるか。

　カテゴリー別では、飲料水 50％（70％）、

食品類 36％（14％）、農産物 10％（10％）程

度となっている。

　これまで、飲料水以外の返礼品の掘り起こ

しにも力を入れてきており、変化が見られる。

※（　）内は、令和５年度と同水準の寄附額であった

　令和３年度の数値

魅力ある返礼品で朝倉をＰＲ

河川の水質調査

環境定期調査事業

　河川の水質検査で、前年度より水質基準の

超過が２か所増えている。基準を超えたのは

何か所あるのか。また、どのように改善してい

くのか。

　基準超過は６か所。主に冬場において、水

位の低下による「よどみ」が発生したことが要

因。河川の水量が増えると改善される。

水が流れることで河川も生きる

「かわいい」では済まない　危険性の周知を

有害鳥獣駆除事業

　アライグマ等は市街地にも出没している。農

林課だけでなく全庁的な対応が必要では。

　全庁的な対応とするか、判断したい。

　アライグマの菌の危険性をどう周知するか。

子どもへの感染の可能性もある。

　危険性については、ホームページに掲載して

いる。今後、さらに方法を考え、周知徹底し

ていきたい。

見かけても触らないで

土砂の仮置き場について

農地災害復旧事業

　今後、ますます土砂の仮置き場が必要にな

ると思われる。考え方と今後の方針について尋

ねる。

　乙石川流域分の土砂についてはある程度の

量があり、個別に置き場を借りた。農地改良

復旧室で行っている工事に伴う表土などの土砂

については、工区間で調整し仮置き場の確保

はできている。

復旧された農地

要望が多いカーブミラーの設置

交通安全施設整備事業

　カーブミラーの設置は、要望を出してもいつ

になるか分からない状況。細やかに対応でき

ないか。

　市が管理するカーブミラーは市内に１０００

本以上あり、新規の設置だけでなく台風の影

響等で破損した場合の補修対応も行っている。

限りある予算のため、優先順位を付けて対応

している。

新設・補修など要望の多いカーブミラー

魅力ある売り場づくりを

バサロ・三連水車の里あさくら運営

　来客対応等を含め、施設をもっと活性化で

きないか。

　市、指定管理者、出荷者の組合で毎月行っ

ている会議で、生産者の協力を得て商品数を

増やすことや、他の施設に負けないように頑

張っていこうという話が出ている。指定管理者

に対しては、運営の改善点等について助言を

行っていきたい。

活気ある直売所に

太陽光パネル設置箇所の維持管理

環境センター施設維持管理事業

　環境課の北側斜面に設置された太陽光パネ

ルについて、管理状況や斜面の安全性は。

　パネルを設置した会社が、年数回の掃除・

草刈り等を行っている。設置された斜面は、

地盤が固いため落下の心配はない。

設置されている太陽光パネル

4令和６年11月１日号　あさくら市議会だより



【決算審査特別委員会】 【決算審査特別委員会】

一般会計
令和５年度

 令和５年度の一般会計決算について

「決算審査特別委員会」 の中で行われた

 質疑と答弁を抜粋して紹介します。

選ばれる返礼品に変化が見られる

ふるさと応援寄附金事業

　ふるさと納税の返礼品において、飲料水が

占める割合に変化はあるか。

　カテゴリー別では、飲料水 50％（70％）、

食品類 36％（14％）、農産物 10％（10％）程

度となっている。

　これまで、飲料水以外の返礼品の掘り起こ

しにも力を入れてきており、変化が見られる。

※（　）内は、令和５年度と同水準の寄附額であった

　令和３年度の数値

魅力ある返礼品で朝倉をＰＲ

河川の水質調査

環境定期調査事業

　河川の水質検査で、前年度より水質基準の

超過が２か所増えている。基準を超えたのは

何か所あるのか。また、どのように改善してい

くのか。

　基準超過は６か所。主に冬場において、水

位の低下による「よどみ」が発生したことが要

因。河川の水量が増えると改善される。

水が流れることで河川も生きる

「かわいい」では済まない　危険性の周知を

有害鳥獣駆除事業

　アライグマ等は市街地にも出没している。農

林課だけでなく全庁的な対応が必要では。

　全庁的な対応とするか、判断したい。

　アライグマの菌の危険性をどう周知するか。

子どもへの感染の可能性もある。

　危険性については、ホームページに掲載して

いる。今後、さらに方法を考え、周知徹底し

ていきたい。

見かけても触らないで

土砂の仮置き場について

農地災害復旧事業

　今後、ますます土砂の仮置き場が必要にな

ると思われる。考え方と今後の方針について尋

ねる。

　乙石川流域分の土砂についてはある程度の

量があり、個別に置き場を借りた。農地改良

復旧室で行っている工事に伴う表土などの土砂

については、工区間で調整し仮置き場の確保

はできている。

復旧された農地

要望が多いカーブミラーの設置

交通安全施設整備事業

　カーブミラーの設置は、要望を出してもいつ

になるか分からない状況。細やかに対応でき

ないか。

　市が管理するカーブミラーは市内に１０００

本以上あり、新規の設置だけでなく台風の影

響等で破損した場合の補修対応も行っている。

限りある予算のため、優先順位を付けて対応

している。

新設・補修など要望の多いカーブミラー

魅力ある売り場づくりを

バサロ・三連水車の里あさくら運営

　来客対応等を含め、施設をもっと活性化で

きないか。

　市、指定管理者、出荷者の組合で毎月行っ

ている会議で、生産者の協力を得て商品数を

増やすことや、他の施設に負けないように頑

張っていこうという話が出ている。指定管理者

に対しては、運営の改善点等について助言を

行っていきたい。

活気ある直売所に

太陽光パネル設置箇所の維持管理

環境センター施設維持管理事業

　環境課の北側斜面に設置された太陽光パネ

ルについて、管理状況や斜面の安全性は。

　パネルを設置した会社が、年数回の掃除・

草刈り等を行っている。設置された斜面は、

地盤が固いため落下の心配はない。

設置されている太陽光パネル

5 令和６年11月１日号　あさくら市議会だより



　
次
の
方
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

朝
倉
市
公
平
委
員
会
委
員

渡
邉
　
義
明 

氏 
(
堤
)

わ
た
な
べ

よ
し
あ
き

【定例会審議結果】

大
庭 

き
み
子

　
左
記
の
請
願
書
を
全
会
一
致
で
一

部
採
択
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
(
委
員
会
審
査
の
経

過
は
Ｐ
８
に
記
載
)。

１
.
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学

級
を
早
急
に
実
施
し
、
さ
ら
な
る

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
と
も
に
、
加
配
教
員
の
増
員
な

ど
教
職
員
定
数
改
善
や
標
準
授
業

時
数
の
削
減
を
推
進
す
る
こ
と
。

　
　
※
傍
線
部 

不
採
択

２
.
地
方
財
政
を
確
保
し
た
上
で
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割

合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
教
職

員
定
数
改
善
」「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
負
担
率
の
引
き
上
げ
」

に
係
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書

請
願
事
項

　
学
習
内
容
の
見
直
し
を
伴
わ
な
い

標
準
授
業
時
数
の
削
減
は
、
詰
め
込

み
教
育
に
繋
が
り
、
子
ど
も
の
主
体

的
な
学
び
が
実
現
さ
れ
な
い
と
考
え

ら
れ
る
た
め
。

一
部
採
択
と
し
た
理
由

　
福
岡
県
教
職
員
組
合
朝
倉
支
部

　
　
支
部
長
　
平
田
　
訓
孝

請
願
者

紹
介
議
員

請
願
書

第11分団（金川）の消防ポンプ自動車を更新しま

す。現行の普通免許でも運転可能な車両になり、

火災や災害等において消防団活動を支えます。

消防ポンプ自動車の取得
　　　　　　　２，２９２万９，９６０円

安川コミュニティセンターの建替工事を行いま

す。安川グラウンド敷地内南側に建設し、令和

７年９月竣工予定です。

　　　　　　　　　▶ 委員会審査　Ｐ．８参照

安川コミュニティセンター建替工事
　　　　　　　　　　２億３，２１０万円

【定例会概要】

９
月
定
例
会
(
９
月
４
日
〜
27
日
)

　
９
月
定
例
会
で
は
21
件
の

議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の

ほ
か
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
取
得
、
市
道
路
線
の
認
定

等
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

環境センター（汚泥再生処理施設）のリニューアル工事

を行います。請負契約額は２８億５００万円です。

老朽化した機械設備等を更新し、処理量も適正な規模に

減らすことで、維持管理費の削減を図ります。施設から

の処理水も、河川放流から下水道接続に変更されます。

現在の安川コミュニティセンター

消防ポンプ自動車（イメージ）

環境センター

リニューアル工事

▶ 委員会審査　Ｐ．８参照

朝倉市議会からのお知らせ 令和７年
２月８日（土）

◇１４時：ピーポート甘木第４・第５学習室
◇１９時：朝倉地域生涯学習ンター 第１会議室 
ご都合の良い会場にお越しください
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詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら 常任委員会　審査結果

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

主
体
的
、
対
話
的
な
学
び
の
実
現
を

　
安
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
建
て
替
え

　
標
準
面
積
の
基
準
内
で
建
設
す
る

場
合
は
、
負
担
は
生
じ
な
い
。
今
回

の
工
事
に
は
地
元
負
担
は
な
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
築

工
事
に
地
元
負
担
は
あ
る
か
。

　
教
育
現
場
の
働
き
方
改
革
を
進

め
る
こ
と
で
、
教
材
研
究
や
授
業

準
備
の
時
間
が
確
保
で
き
、
子
ど

も
の
学
び
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な

教
職
員
が
増
え
る
こ
と
、
ま
た
、

子
ど
も
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い

　
対
象
地
域
内
の
世
帯
数
に
よ
り
、

建
物
の
延
べ
床
面
積
を
決
定
す
る
。

安
川
は
５
０
１
〜
１
,
０
０
０
世

帯
の
区
分
に
該
当
す
る
た
め
、
５

０
０
㎡
以
内
と
し
て
い
る
。

　
公
費
対
象
と
な
る
基
準
は
。

　「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
教
職

員
定
数
改
善
」「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
負
担
率
の
引
き
上
げ
」
を

求
め
る
請
願
書
を
一
部
採
択

環
境
民
生
常
任
委
員
会

環
境
に
や
さ
し
く
維
持
管
理
も
効
率
化

　
環
境
セ
ン
タ
ー
(
汚
泥
再
生

処
理
施
設
)
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

　
建
物
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

工
事
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
の
工
事
を
行
う

が
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
内
部

の
配
管
や
機
械
設
備
は
、
施
設
を

稼
働
さ
せ
な
が
ら
改
修
工
事
を
行

う
。

　
下
水
道
等
の
普
及
に
よ
り
搬
入

さ
れ
る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
が
減

少
し
て
き
て
い
る
た
め
、
適
正
な

処
理
規
模
に
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
す

る
。

　
工
事
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。
新
た
な
場
所
に
新
設
す
る
の

か
。

　
工
期
は
令
和
９
年
３
月
末
ま
で

を
予
定
し
て
い
る
が
、
工
期
中
で

も
配
管
工
事
に
よ
り
下
水
道
に
繋

が
れ
ば
、
河
川
放
流
か
ら
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
令
和
８
年

　
施
設
か
ら
出
る
処
理
水
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
河
川
放
流
か
ら

下
水
道
接
続
に
変
更
と
な
る
時
期

は
。

　
現
在
の
施
設
は
、
運
転
開
始
か

ら
17
年
が
経
過
し
て
い
る
。
機
械

設
備
等
に
つ
い
て
は
、
高
温
多
湿

な
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、
し
尿

を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
傷
み
が
早

い
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
な
が

ら
、
20
年
の
耐
用
年
数
を
想
定
し

て
い
る
。
全
国
的
に
見
て
も
、
平

均
的
な
耐
用
年
数
で
あ
る
。

　
現
在
の
機
械
設
備
等
も
稼
働
さ

せ
な
が
ら
改
修
工
事
を
進
め
る
た

め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
完
了
時

に
は
20
年
の
運
転
年
数
と
な
る
。

７
月
頃
を
切
り
替
え
時
期
と
考
え

て
い
る
。

　
想
定
さ
れ
る
耐
用
年
数
は
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察

【
京
都
府
南
丹
市
】

　
「
出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空

　
議
会
」
に
つ
い
て

原
鶴
地
区
の
浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
て

　
原
鶴
地
区
排
水
対
策
事
業
に

つ
い
て

　
国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
に

お
い
て
、
浸
水
被
害
に
よ
る
社
会

的
、
経
済
的
影
響
が
甚
大
で
あ
る

ポ
ン
プ
排
水
区
域
の
目
標
整
備
水

準
は
「
10
年
確
率
降
雨
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
令
和
５
年
７
月
10

日
の
豪
雨
時
の
雨
量
は
、
概
ね
20

年
確
率
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
計
画
さ
れ
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ

設
備
の
能
力
は
、
10
年
確
率
降
雨

に
対
し
、
床
上
浸
水
を
ゼ
ロ
に
す

る
事
を
目
標
と
し
て
決
定
し
た
と

の
説
明
だ
が
、
10
年
確
率
降
雨
と

は
ど
の
く
ら
い
の
雨
量
か
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
「
椎
木
３
号
線
」・「
六
反
田
９
号

線
」
の
２
路
線
は
、
朝
倉
市
土
地

開
発
指
導
要
綱
に
も
と
づ
く
開
発

行
為
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
道
路
施

設
と
し
て
移
譲
を
受
け
た
も
の
。

　
現
地
調
査
を
行
い
、
延
長
や
幅

員
等
が
認
定
基
準
に
合
致
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
何
ら
問
題
が
な
か
っ

た
た
め
、
市
道
と
し
て
認
定
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
の
議
決
内
容

の
一
部
変
更

　
市
営
住
宅
鳩
胸
団
地
の
建
設
工

事
に
お
い
て
、
請
負
契
約
額
６
億

３
２
６
８
万
７
千
円
か
ら
６
億
５

４
８
３
万
円
に
増
額
変
更
す
る
。

　
こ
れ
は
、
物
価
・
賃
金
等
の
急

豊かな学びのために

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
24

日
・
25
日
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

南
丹
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条

例
で
開
催
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
議
会
報
告
会
と
は
別
に
、
市
内

各
所
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
議
会
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
住
民

か
ら
市
政
に
対
す
る
意
見
を
聴
取
す

る
「
出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
議
会
報
告

会
を
開
催
し
て
も
参
加
者
が
少
な
く
、

住
民
の
議
会
に
対
す
る
関
心
が
低
い

と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
来
る
の

を
待
つ
の
で
は
な
く
議
会
側
か
ら
出

向
い
て
積
極
的
に
話
を
聴
く
機
会
を

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

若
年
層
の
来
場
者
も
多
い
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
出
向
く
こ
と
で
、
子
育
て

世
代
の
方
々
と
の
対
話
も
実
現
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
ず
つ
や
り
方

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
面
談
者
数
も

増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

聴
取
し
た
意
見
は
各
常
任
委
員
会

へ
情
報
提
供
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
国

へ
の
意
見
書
提
出
に
繋
が
っ
た
事
例

も
あ
る
そ
う
で
す
。
　

議
会
と
し
て
も
、
若
年
層
と
の
交

流
に
よ
り
新
た
な
着
眼
点
を
得
た
こ

と
や
、
市
民
目
線
の
姿
勢
を
表
せ
た

こ
と
、ま
た
議
員
自
身
に
「
聴
く
姿
勢
」

が
で
き
て
き
た
等
の
成
果
が
出
て
い

ま
す
。
議
会
報
告
会
よ
り
気
軽
に
参

加
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
朝
倉
市
議

会
に
お
い
て
も
、
す
ぐ
に
実
施
で
き

る
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

※
ほ
か
に
、
京
都
府
福
知
山
市
(
議

会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て
等
)

を
視
察
し
ま
し
た
。

現在の汚泥再生処理施設の内部
（破砕機・ポンプ等）京都府南丹市

て
も
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
書
の
審
査
を
行
っ
た
。

　
請
願
中
、
「
標
準
授
業
時
数
の
削

減
」
を
求
め
る
部
分
に
つ
い
て
が

論
点
と
な
り
、
執
行
部
、
請
願
者

及
び
請
願
紹
介
議
員
の
説
明
を
聞

き
、
教
職
員
や
児
童
生
徒
に
与
え

る
影
響
を
理
解
し
な
が
ら
議
論
を

進
め
た
。

　
時
代
に
合
わ
せ
て
変
容
・
増
加

し
て
い
る
学
習
内
容
を
そ
の
ま
ま

に
、
標
準
授
業
時
数
だ
け
を
削
減

す
れ
ば
、
か
え
っ
て
詰
め
込
み
学

習
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
請
願
書
の
う
ち
、
「
標
準
授

業
時
数
の
削
減
を
除
く
請
願
事
項
」

を
「
採
択
」
と
す
る
、「
一
部
採
択
」

の
結
論
に
至
り
、
本
会
議
に
報
告

し
た
。

市道認定の様子

激
な
変
動
に
対
す
る
工
事
請
負
契

約
書
第
２
６
条
第
６
項
(
イ
ン
フ

レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
)
の
適
用
等
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

な
ん
た
ん
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こ
と
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子
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ど
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に
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で
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に
よ
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を
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。
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０
世
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の
区
分
に
該
当
す
る
た
め
、
５

０
０
㎡
以
内
と
し
て
い
る
。

　
公
費
対
象
と
な
る
基
準
は
。

　「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
教
職

員
定
数
改
善
」「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
負
担
率
の
引
き
上
げ
」
を

求
め
る
請
願
書
を
一
部
採
択

環
境
民
生
常
任
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員
会

環
境
に
や
さ
し
く
維
持
管
理
も
効
率
化

　
環
境
セ
ン
タ
ー
(
汚
泥
再
生

処
理
施
設
)
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

　
建
物
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

工
事
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
の
工
事
を
行
う

が
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
内
部

の
配
管
や
機
械
設
備
は
、
施
設
を

稼
働
さ
せ
な
が
ら
改
修
工
事
を
行

う
。

　
下
水
道
等
の
普
及
に
よ
り
搬
入

さ
れ
る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
が
減

少
し
て
き
て
い
る
た
め
、
適
正
な

処
理
規
模
に
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
す

る
。

　
工
事
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。
新
た
な
場
所
に
新
設
す
る
の

か
。

　
工
期
は
令
和
９
年
３
月
末
ま
で

を
予
定
し
て
い
る
が
、
工
期
中
で

も
配
管
工
事
に
よ
り
下
水
道
に
繋

が
れ
ば
、
河
川
放
流
か
ら
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
令
和
８
年

　
施
設
か
ら
出
る
処
理
水
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
河
川
放
流
か
ら

下
水
道
接
続
に
変
更
と
な
る
時
期

は
。

　
現
在
の
施
設
は
、
運
転
開
始
か

ら
17
年
が
経
過
し
て
い
る
。
機
械

設
備
等
に
つ
い
て
は
、
高
温
多
湿

な
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、
し
尿

を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
傷
み
が
早

い
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
な
が

ら
、
20
年
の
耐
用
年
数
を
想
定
し

て
い
る
。
全
国
的
に
見
て
も
、
平

均
的
な
耐
用
年
数
で
あ
る
。

　
現
在
の
機
械
設
備
等
も
稼
働
さ

せ
な
が
ら
改
修
工
事
を
進
め
る
た

め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
完
了
時

に
は
20
年
の
運
転
年
数
と
な
る
。

７
月
頃
を
切
り
替
え
時
期
と
考
え

て
い
る
。

　
想
定
さ
れ
る
耐
用
年
数
は
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察

【
京
都
府
南
丹
市
】

　
「
出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空

　
議
会
」
に
つ
い
て

原
鶴
地
区
の
浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
て

　
原
鶴
地
区
排
水
対
策
事
業
に

つ
い
て

　
国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
に

お
い
て
、
浸
水
被
害
に
よ
る
社
会

的
、
経
済
的
影
響
が
甚
大
で
あ
る

ポ
ン
プ
排
水
区
域
の
目
標
整
備
水

準
は
「
10
年
確
率
降
雨
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
令
和
５
年
７
月
10

日
の
豪
雨
時
の
雨
量
は
、
概
ね
20

年
確
率
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
計
画
さ
れ
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ

設
備
の
能
力
は
、
10
年
確
率
降
雨

に
対
し
、
床
上
浸
水
を
ゼ
ロ
に
す

る
事
を
目
標
と
し
て
決
定
し
た
と

の
説
明
だ
が
、
10
年
確
率
降
雨
と

は
ど
の
く
ら
い
の
雨
量
か
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
「
椎
木
３
号
線
」・「
六
反
田
９
号

線
」
の
２
路
線
は
、
朝
倉
市
土
地

開
発
指
導
要
綱
に
も
と
づ
く
開
発

行
為
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
道
路
施

設
と
し
て
移
譲
を
受
け
た
も
の
。

　
現
地
調
査
を
行
い
、
延
長
や
幅

員
等
が
認
定
基
準
に
合
致
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
何
ら
問
題
が
な
か
っ

た
た
め
、
市
道
と
し
て
認
定
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
の
議
決
内
容

の
一
部
変
更

　
市
営
住
宅
鳩
胸
団
地
の
建
設
工

事
に
お
い
て
、
請
負
契
約
額
６
億

３
２
６
８
万
７
千
円
か
ら
６
億
５

４
８
３
万
円
に
増
額
変
更
す
る
。

　
こ
れ
は
、
物
価
・
賃
金
等
の
急

豊かな学びのために

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
24

日
・
25
日
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

南
丹
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条

例
で
開
催
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
議
会
報
告
会
と
は
別
に
、
市
内

各
所
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
議
会
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
住
民

か
ら
市
政
に
対
す
る
意
見
を
聴
取
す

る
「
出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
議
会
報
告

会
を
開
催
し
て
も
参
加
者
が
少
な
く
、

住
民
の
議
会
に
対
す
る
関
心
が
低
い

と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
来
る
の

を
待
つ
の
で
は
な
く
議
会
側
か
ら
出

向
い
て
積
極
的
に
話
を
聴
く
機
会
を

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

若
年
層
の
来
場
者
も
多
い
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
出
向
く
こ
と
で
、
子
育
て

世
代
の
方
々
と
の
対
話
も
実
現
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
ず
つ
や
り
方

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
面
談
者
数
も

増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

聴
取
し
た
意
見
は
各
常
任
委
員
会

へ
情
報
提
供
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
国

へ
の
意
見
書
提
出
に
繋
が
っ
た
事
例

も
あ
る
そ
う
で
す
。
　

議
会
と
し
て
も
、
若
年
層
と
の
交

流
に
よ
り
新
た
な
着
眼
点
を
得
た
こ

と
や
、
市
民
目
線
の
姿
勢
を
表
せ
た

こ
と
、ま
た
議
員
自
身
に
「
聴
く
姿
勢
」

が
で
き
て
き
た
等
の
成
果
が
出
て
い

ま
す
。
議
会
報
告
会
よ
り
気
軽
に
参

加
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
朝
倉
市
議

会
に
お
い
て
も
、
す
ぐ
に
実
施
で
き

る
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

※
ほ
か
に
、
京
都
府
福
知
山
市
(
議

会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て
等
)

を
視
察
し
ま
し
た
。

現在の汚泥再生処理施設の内部
（破砕機・ポンプ等）京都府南丹市

て
も
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
書
の
審
査
を
行
っ
た
。

　
請
願
中
、
「
標
準
授
業
時
数
の
削

減
」
を
求
め
る
部
分
に
つ
い
て
が

論
点
と
な
り
、
執
行
部
、
請
願
者

及
び
請
願
紹
介
議
員
の
説
明
を
聞

き
、
教
職
員
や
児
童
生
徒
に
与
え

る
影
響
を
理
解
し
な
が
ら
議
論
を

進
め
た
。

　
時
代
に
合
わ
せ
て
変
容
・
増
加

し
て
い
る
学
習
内
容
を
そ
の
ま
ま

に
、
標
準
授
業
時
数
だ
け
を
削
減

す
れ
ば
、
か
え
っ
て
詰
め
込
み
学

習
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
請
願
書
の
う
ち
、
「
標
準
授

業
時
数
の
削
減
を
除
く
請
願
事
項
」

を
「
採
択
」
と
す
る
、「
一
部
採
択
」

の
結
論
に
至
り
、
本
会
議
に
報
告

し
た
。

市道認定の様子

激
な
変
動
に
対
す
る
工
事
請
負
契

約
書
第
２
６
条
第
６
項
(
イ
ン
フ

レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
)
の
適
用
等
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

な
ん
た
ん
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【一般質問】

市役所を訪れた草場龍治選手

（パリパラリンピック車いすラグビー金メダリスト）

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

掲載された取り組みはいかに
（朝倉市復興計画 P10）

【一般質問】

一
般
質
問
者
11
人

快
挙
に
沸
く
朝
倉
市

　
金
メ
ダ
ル
級
の
ま
ち
づ
く
り
を

傍
聴
者
108
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

農
地
改
良
復
旧
事
業
に
つ
い
て

② 

市
道
の
陥
没
に
つ
い
て

③ 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
関
係
機
関
で
構
成
し
た
朝
倉
地
域
担

い
手
・
産
地
育
成
協
議
会
の
中
に
、
農
業

災
害
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
朝
倉
市
班
)

が
あ
る
。
復
旧
農
地
で
の
営
農
に
つ
い
て

会
議
を
行
う
ほ
か
、
黒
川
・
松
末
・
果
樹

な
ど
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
地
域
と
の
協

議
・
検
討
を
行
い
、
継
続
し
た
営
農
が
可

能
と
な
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
営
農
再
開
時
に
補
助
金
や
給
付
金

が
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、
離
農
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
。

　
先
述
し
た
各
チ
ー
ム
は
、
農
地
を
守
っ

て
い
く
た
め
、
地
域
と
の
協
議
を
継
続

し
て
い
る
。

　
　
新
た
な
農
作
物
の
産
地
化
を
展
開
す

る
た
め
に
は
、
農
作
業
の
効
率
化
や
安
定

し
た
収
入
が
見
込
め
る
作
物
の
選
定
、
収

穫
後
の
販
売
戦
略
な
ど
が
必
要
。
総
合
的

な
視
点
で
産
地
作
り
の
提
案
が
で
き
る
よ

う
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

復
旧
農
地
で
の
営
農
の
継
続
は
可
能
か
。

　
　
改
良
復
旧
農
地
で
の
営
農
に
対
し
、

施
設
整
備
や
機
械
導
入
へ
の
補
助
が
あ

る
。
こ
の
補
助
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者

が
営
農
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
復
旧
農
地

に
限
ら
ず
、
認
定
新
規
就
農
者
を
対
象
に

し
た
補
助
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
は
あ
る
か
。

　
　
朝
倉
市
の
観
光
振
興
に
向
け
、
関
係

者
と
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
し
っ
か

り
検
討
し
て
い
く
。

　
　
宿
泊
税
を
原
資
と
す
る
福
岡
県
宿
泊

税
交
付
金
を
活
用
し
た
朝
倉
市
へ
の
観
光

入
込
客
の
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継

続
・
発
展
を
。

　
　
原
鶴
温
泉
の
振
興
の
た
め
、
有
効
な

施
策
を
関
係
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

　
　
原
鶴
温
泉
で
は
観
光
庁
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
改
装
等
が

進
み
観
光
客
の
受
入
体
制
が
整
っ
た
。
次

の
展
開
と
し
て
、
原
鶴
温
泉
地
内
に
集
客

を
促
す
施
策
を
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
甘
木
・
朝
倉
・
杷

木
地
域
内
で
の
再
配
分
を
可
能
と
し
た
。

　
各
地
区
の
執
行
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
事
業
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き

続
き
検
証
し
て
い
く
。

　
　
地
域
環
境
整
備
事
業
の
未
執
行
額
に

つ
い
て
、
市
全
体
で
再
配
分
で
き
る
よ
う

な
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
な
い
か
。

　
　
令
和
６
年
度
で
終
了
予
定
。
従
来
の

地
域
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
事
業
と
な

る
よ
う
検
証
し
て
い
く
。

　
　
地
域
環
境
整
備
事
業
に
お
け
る
災
害

関
連
事
業
の
継
続
を
。

　
　
復
旧
に
時
間
を
要
す
る
と
、
離
農
者
や
耕

作
放
棄
地
が
増
え
る
。
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
改
良
復
旧
に
よ
り
再
生
さ
れ
た
農
地

を
活
用
し
、
新
し
い
作
物
の
産
地
化
を
図

る
よ
う
な
方
針
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

観光庁の補助事業で改装した旅館

質
問
項
目

① 

原
鶴
温
泉
の
振
興
策
に
つ
い
て

② 

地
域
環
境
整
備
事
業
の
運
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

② 

企
業
誘
致
施
策
に
つ
い
て

　
　
麦
作
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
で
は

単
価
改
定
と
収
量
減
に
よ
り
、
約
１
億
４

０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
単
独
で
の
収
入
減
分
に
対
す
る
補

填
は
、
保
険
制
度
へ
の
影
響
が
あ
る
た

め
難
し
い
が
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
に
つ
い
て
国
へ
の
要
望
や
、
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
中
の
産
地

交
付
金
に
お
い
て
、
県
が
設
定
す
る
二

毛
作
助
成
の
単
価
引
き
上
げ
等
の
要
望

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
令
和
５
年
度
の
畑
作
物
の
直
接
支
払

交
付
金
の
単
価
改
定
に
よ
る
減
額
に
加

え
、
令
和
６
年
産
麦
の
収
量
も
減
り
、
農

家
の
収
入
が
大
幅
に
減
少
す
る
が
、
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
今
回
の
計
画
策
定
が
終
わ
り
で
は
な

い
。
農
業
者
に
限
ら
ず
、
地
域
に
関
わ
る

幅
広
い
方
々
に
よ
り
主
体
的
に
協
議
さ
れ

た
内
容
を
も
っ
て
、
毎
年
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
地
域
農
業
が
守
ら
れ
る
た
め
の

計
画
と
し
て
い
き
た
い
。

　
　
地
域
農
業
の
将
来
の
姿
を
示
し
た
「
地

域
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
の
か
。

　
　
現
行
体
制
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

お
り
、
部
署
の
新
設
予
定
は
な
い
。
企
業

進
出
は
地
元
経
済
や
雇
用
、
税
収
等
へ
の

プ
ラ
ス
の
効
果
が
大
き
く
、
今
後
も
着
実

に
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
企
業
誘
致
で
は
、
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
専
門
の
職
員
・
部
署
が
必
要

で
は
な
い
か
。

日野　泰信　議員
ひ　の やすのぶ

石井 清治　議員
いし い せい じ

麦の減収への
対策はいかに

Ｑ
農
地
復
旧
率
３
割
報
道
は
本
当
か

Ａ
実
際
に
耕
作
可
能
な
農
地
は 

ほ
ぼ
５
割

動画はこちら

Ｑ
原
鶴
温
泉
の
振
興
策
は

Ａ
関
係
者
の
思
い
を
聞
き
進
め
て
い
く

動画はこちら

減
少
す
る
麦
の
収
穫
　
対
策
を
問
う

仲山　　寛　議員
なかやま ゆたか

くさ ばりゅうじ
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【一般質問】

市役所を訪れた草場龍治選手

（パリパラリンピック車いすラグビー金メダリスト）

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

掲載された取り組みはいかに
（朝倉市復興計画 P10）

【一般質問】

一
般
質
問
者
11
人

快
挙
に
沸
く
朝
倉
市

　
金
メ
ダ
ル
級
の
ま
ち
づ
く
り
を

傍
聴
者
108
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

農
地
改
良
復
旧
事
業
に
つ
い
て

② 

市
道
の
陥
没
に
つ
い
て

③ 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
関
係
機
関
で
構
成
し
た
朝
倉
地
域
担

い
手
・
産
地
育
成
協
議
会
の
中
に
、
農
業

災
害
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
朝
倉
市
班
)

が
あ
る
。
復
旧
農
地
で
の
営
農
に
つ
い
て

会
議
を
行
う
ほ
か
、
黒
川
・
松
末
・
果
樹

な
ど
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
地
域
と
の
協

議
・
検
討
を
行
い
、
継
続
し
た
営
農
が
可

能
と
な
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
営
農
再
開
時
に
補
助
金
や
給
付
金

が
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、
離
農
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
。

　
先
述
し
た
各
チ
ー
ム
は
、
農
地
を
守
っ

て
い
く
た
め
、
地
域
と
の
協
議
を
継
続

し
て
い
る
。

　
　
新
た
な
農
作
物
の
産
地
化
を
展
開
す

る
た
め
に
は
、
農
作
業
の
効
率
化
や
安
定

し
た
収
入
が
見
込
め
る
作
物
の
選
定
、
収

穫
後
の
販
売
戦
略
な
ど
が
必
要
。
総
合
的

な
視
点
で
産
地
作
り
の
提
案
が
で
き
る
よ

う
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

復
旧
農
地
で
の
営
農
の
継
続
は
可
能
か
。

　
　
改
良
復
旧
農
地
で
の
営
農
に
対
し
、

施
設
整
備
や
機
械
導
入
へ
の
補
助
が
あ

る
。
こ
の
補
助
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者

が
営
農
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
復
旧
農
地

に
限
ら
ず
、
認
定
新
規
就
農
者
を
対
象
に

し
た
補
助
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
は
あ
る
か
。

　
　
朝
倉
市
の
観
光
振
興
に
向
け
、
関
係

者
と
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
し
っ
か

り
検
討
し
て
い
く
。

　
　
宿
泊
税
を
原
資
と
す
る
福
岡
県
宿
泊

税
交
付
金
を
活
用
し
た
朝
倉
市
へ
の
観
光

入
込
客
の
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継

続
・
発
展
を
。

　
　
原
鶴
温
泉
の
振
興
の
た
め
、
有
効
な

施
策
を
関
係
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

　
　
原
鶴
温
泉
で
は
観
光
庁
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
改
装
等
が

進
み
観
光
客
の
受
入
体
制
が
整
っ
た
。
次

の
展
開
と
し
て
、
原
鶴
温
泉
地
内
に
集
客

を
促
す
施
策
を
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
甘
木
・
朝
倉
・
杷

木
地
域
内
で
の
再
配
分
を
可
能
と
し
た
。

　
各
地
区
の
執
行
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
事
業
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き

続
き
検
証
し
て
い
く
。

　
　
地
域
環
境
整
備
事
業
の
未
執
行
額
に

つ
い
て
、
市
全
体
で
再
配
分
で
き
る
よ
う

な
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
な
い
か
。

　
　
令
和
６
年
度
で
終
了
予
定
。
従
来
の

地
域
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
事
業
と
な

る
よ
う
検
証
し
て
い
く
。

　
　
地
域
環
境
整
備
事
業
に
お
け
る
災
害

関
連
事
業
の
継
続
を
。

　
　
復
旧
に
時
間
を
要
す
る
と
、
離
農
者
や
耕

作
放
棄
地
が
増
え
る
。
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
改
良
復
旧
に
よ
り
再
生
さ
れ
た
農
地

を
活
用
し
、
新
し
い
作
物
の
産
地
化
を
図

る
よ
う
な
方
針
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

観光庁の補助事業で改装した旅館

質
問
項
目

① 

原
鶴
温
泉
の
振
興
策
に
つ
い
て

② 

地
域
環
境
整
備
事
業
の
運
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

② 

企
業
誘
致
施
策
に
つ
い
て

　
　
麦
作
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
で
は

単
価
改
定
と
収
量
減
に
よ
り
、
約
１
億
４

０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
単
独
で
の
収
入
減
分
に
対
す
る
補

填
は
、
保
険
制
度
へ
の
影
響
が
あ
る
た

め
難
し
い
が
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
に
つ
い
て
国
へ
の
要
望
や
、
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
中
の
産
地

交
付
金
に
お
い
て
、
県
が
設
定
す
る
二

毛
作
助
成
の
単
価
引
き
上
げ
等
の
要
望

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
令
和
５
年
度
の
畑
作
物
の
直
接
支
払

交
付
金
の
単
価
改
定
に
よ
る
減
額
に
加

え
、
令
和
６
年
産
麦
の
収
量
も
減
り
、
農

家
の
収
入
が
大
幅
に
減
少
す
る
が
、
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
今
回
の
計
画
策
定
が
終
わ
り
で
は
な

い
。
農
業
者
に
限
ら
ず
、
地
域
に
関
わ
る

幅
広
い
方
々
に
よ
り
主
体
的
に
協
議
さ
れ

た
内
容
を
も
っ
て
、
毎
年
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
地
域
農
業
が
守
ら
れ
る
た
め
の

計
画
と
し
て
い
き
た
い
。

　
　
地
域
農
業
の
将
来
の
姿
を
示
し
た
「
地

域
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
の
か
。

　
　
現
行
体
制
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

お
り
、
部
署
の
新
設
予
定
は
な
い
。
企
業

進
出
は
地
元
経
済
や
雇
用
、
税
収
等
へ
の

プ
ラ
ス
の
効
果
が
大
き
く
、
今
後
も
着
実

に
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
企
業
誘
致
で
は
、
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
専
門
の
職
員
・
部
署
が
必
要

で
は
な
い
か
。

日野　泰信　議員
ひ　の やすのぶ

石井 清治　議員
いし い せい じ

麦の減収への
対策はいかに

Ｑ
農
地
復
旧
率
３
割
報
道
は
本
当
か

Ａ
実
際
に
耕
作
可
能
な
農
地
は 

ほ
ぼ
５
割

動画はこちら

Ｑ
原
鶴
温
泉
の
振
興
策
は

Ａ
関
係
者
の
思
い
を
聞
き
進
め
て
い
く

動画はこちら

減
少
す
る
麦
の
収
穫
　
対
策
を
問
う

仲山　　寛　議員
なかやま ゆたか

くさ ばりゅうじ
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実被害も出ている危険な空家
危険を回避するための措置が必要

　
　
土
砂
流
木
被
害
や
河
川
の
堆
積
土
砂

な
ど
の
撤
去
に
伴
う
受
入
地
が
必
要
。
本

来
、
行
政
や
河
川
管
理
者
等
の
当
事
者
が

そ
れ
ぞ
れ
受
入
地
を
準
備
す
べ
き
だ
が
、

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

は
、
民
間
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
共
同

で
受
入
地
を
用
意
し
た
。
現
在
、
福
岡
県

朝
倉
県
土
整
備
事
務
所
と
共
同
で
受
入
地

を
造
成
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
筑
後
川
の
浚
渫
土
砂
を
長
田
水
門
の

上
流
に
あ
る
河
川
敷
に
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
、
土
砂
の
受
入
地
が
な
い
。

土
砂
受
入
地
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
建
物
の
倒
壊
や
部
材
の
飛
散
に
よ
る

危
険
、
保
安
上
の
問
題
、
衛
生
上
有
害
、

景
観
悪
化
等
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
国
財
源
は
木
材
の
有
効
活
用
等
、
県

財
源
で
は
主
に
間
伐
に
活
用
す
る
。

　
　
空
家
の
放
置
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響

は
。

　
　
現
在
、
認
定
し
て
い
る
「
特
定
空
家
」

は
な
い
。

　
　 

放
置
さ
れ
た
空
家
に
よ
り
実
被
害

が
出
て
い
る
。
危
険
と
言
わ
れ
る
「
特
定

空
家
」
は
何
件
あ
る
の
か
。

　
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
か
。

　
　
森
林
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。
ま

た
、
令
和
元
年
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
森

林
環
境
譲
与
税
が
、
平
均
し
て
69
％
も
基

金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
今
後
の
活
用

は
。

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林

　 

整
備
に
つ
い
て

② 

空
家
対
策
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

② 

中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

③ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

④ 

公
共
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ

　 

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

安
心
し
て
外
出
で
き
る
ト
イ
レ
環
境
整
備
を

　
　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
等
に

よ
る
山
間
部
の
被
害
が
深
刻
で
あ
り
、
治

山
・
砂
防
事
業
を
優
先
的
に
行
っ
て
い
る
。

被
災
し
た
林
道
・
作
業
道
等
の
復
旧
に
時

間
を
要
し
、
森
林
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

た
め
、
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

【一般質問】 【一般質問】

　
　
こ
れ
ま
で
に
退
任
し
た
協
力
隊
員
は
６

人
。
う
ち
１
人
が
市
内
で
起
業
、
定
住
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
十
分
な

活
動
や
起
業
に
向
け
た
準
備
が
難
し
か
っ
た

こ
と
が
、
定
着
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
総
合
的
体
育
施
設
が
建
設
さ
れ
た
際

に
は
、
甘
木
武
道
館
は
廃
止
し
、
新
施
設

に
集
約
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
大
規
模
改
修
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　
　
朝
倉
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
躍
し
た
過
去
の
隊
員
は
、
退
任

後
、
市
内
に
定
着
し
て
い
る
の
か
。

　
　
事
業
構
想
大
学
院
大
学
が
進
め
る

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
事
業
に

よ
り
、
毎
年
10
人
程
度
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
人
材
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
募
集
で
き
る
。
事
業
構
想
を
学
ぶ

　
　
現
在
、
起
業
支
援
の
補
助
金
制
度
を

創
設
し
、
セ
ミ
ナ
ー
等
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。
活
動
中
の
協
力
隊
員
６
人

の
う
ち
１
人
は
既
に
起
業
し
て
お
り
、
準

備
中
の
隊
員
も
２
人
い
る
。
今
後
も
協
力

隊
員
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
応
募
に
つ
い

て
は
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
少
子
化
に
よ
り
、
団
体
競
技
の
チ
ー

ム
編
成
が
容
易
に
で
き
な
い
。
甘
木
武
道

館
の
壁
面
の
一
部
を
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施

設
に
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

ボルダリング施設の
設置が望まれる

長田水門の下流を望むと、
積まれた堆積土砂が見える

飯田　早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

事
業
構
想
大
学
院
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

　 

校
設
置
事
業
に
つ
い
て

② 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

蜷
城
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

事
業
構
想
大
学
院
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
に
つ
い
て
問
う

Ｑ
農
地
被
害
の
軽
減
策
は

Ａ
関
係
機
関
と
詰
め
の
協
議
を
し
て
い
る

　
　
朝
倉
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

支
援
・
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る
。
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
治
水
問
題
は
、
蜷
城
地
区
の
最
大
の

課
題
で
あ
る
が
、
長
田
川
の
管
理
が
ほ
と

　
　
堤
防
嵩
上
げ
、
河
道
掘
削
、
一
部
区

間
で
は
築
堤
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
堤
防

嵩
上
げ
に
伴
う
拡
幅
の
幅
等
に
つ
い
て

は
、
調
査
中
で
あ
る
。
改
修
期
間
に
つ
い

て
は
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
よ

う
、
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
　
佐
田
川
河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
佐
田
川
の
改
修
予
定

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
ト
イ
レ
の
個
室
の
大
き
さ
に
よ
り
、

設
置
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
。
利
用
者
の

多
い
施
設
で
は
、
既
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
を
先
行
し
て
、
サ
イ
ズ
が
大
き
い

物
へ
の
交
換
や
、
説
明
書
き
等
の
案
内
を

進
め
て
い
き
た
い
。
新
庁
舎
に
は
、
各
フ

ロ
ア
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
公
共
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

容
量
不
足
。
サ
イ
ズ
を
大
き
く
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
男
性
ト
イ
レ
全
体
を
対
象
に
設
置
を

再
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
朝
倉
県
土
整
備
事
務
所
に
対
し
、
草

刈
り
等
、
維
持
管
理
を
お
願
い
す
る
。

　
ま
た
、
佐
田
川
へ
の
直
接
排
水
と
佐
田

川
の
河
床
掘
削
は
、
関
係
機
関
と
の
詰
め

の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
定
期
接
種
の
詳
細
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
現
段
階
で
自
己
負
担
額
や

助
成
に
つ
い
て
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

森
林
保
全
・
空
家
対
策
の
施
策
を
問
う

　
　
所
有
者
自
ら
の
責
任
が
前
提
な
の

で
、
適
切
な
管
理
等
の
啓
発
が
必
要
で
あ

る
。
空
家
利
活
用
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム

や
不
良
空
家
等
解
体
撤
去
費
の
補
助
事
業

の
対
策
が
あ
る
。

　
　
朝
倉
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
市
の

知
名
度
や
魅
力
度
の
向
上
に
大
変
有
効
で

あ
る
。
他
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て
情
報

収
集
し
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
観
光

協
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
勉
強
し
て

行
き
た
い
。

　
　
国
は
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
を
65
歳
以
上
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、
50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
朝
倉
市
の 徳永　秀俊　議員

とくなが ひでとし

サイズの大きいサニタリー
ボックスの設置を

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし

加藤　正二　議員
か とう しょうじ

こ
と
が
で
き
、
起
業
や
市
内
定
住
に
繋

が
る
た
め
、
こ
の
事
業
に
応
募
し
て
は

ど
う
か
。

助
成
制
度
を
維
持
し
て
も
ら
い
た
い
。

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
河
川
の

掘
削
と
サ
イ
ホ
ン
一
体
の
見
直
し
に
よ
る

佐
田
川
へ
の
直
接
排
水
に
よ
り
、
排
水
が

大
き
く
改
善
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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実被害も出ている危険な空家
危険を回避するための措置が必要

　
　
土
砂
流
木
被
害
や
河
川
の
堆
積
土
砂

な
ど
の
撤
去
に
伴
う
受
入
地
が
必
要
。
本

来
、
行
政
や
河
川
管
理
者
等
の
当
事
者
が

そ
れ
ぞ
れ
受
入
地
を
準
備
す
べ
き
だ
が
、

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

は
、
民
間
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
共
同

で
受
入
地
を
用
意
し
た
。
現
在
、
福
岡
県

朝
倉
県
土
整
備
事
務
所
と
共
同
で
受
入
地

を
造
成
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
筑
後
川
の
浚
渫
土
砂
を
長
田
水
門
の

上
流
に
あ
る
河
川
敷
に
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
、
土
砂
の
受
入
地
が
な
い
。

土
砂
受
入
地
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
建
物
の
倒
壊
や
部
材
の
飛
散
に
よ
る

危
険
、
保
安
上
の
問
題
、
衛
生
上
有
害
、

景
観
悪
化
等
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
国
財
源
は
木
材
の
有
効
活
用
等
、
県

財
源
で
は
主
に
間
伐
に
活
用
す
る
。

　
　
空
家
の
放
置
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響

は
。

　
　
現
在
、
認
定
し
て
い
る
「
特
定
空
家
」

は
な
い
。

　
　 

放
置
さ
れ
た
空
家
に
よ
り
実
被
害

が
出
て
い
る
。
危
険
と
言
わ
れ
る
「
特
定

空
家
」
は
何
件
あ
る
の
か
。

　
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
か
。

　
　
森
林
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。
ま

た
、
令
和
元
年
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
森

林
環
境
譲
与
税
が
、
平
均
し
て
69
％
も
基

金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
今
後
の
活
用

は
。

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林

　 

整
備
に
つ
い
て

② 

空
家
対
策
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

② 

中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

③ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

④ 

公
共
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ

　 

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

安
心
し
て
外
出
で
き
る
ト
イ
レ
環
境
整
備
を

　
　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
等
に

よ
る
山
間
部
の
被
害
が
深
刻
で
あ
り
、
治

山
・
砂
防
事
業
を
優
先
的
に
行
っ
て
い
る
。

被
災
し
た
林
道
・
作
業
道
等
の
復
旧
に
時

間
を
要
し
、
森
林
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

た
め
、
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

【一般質問】 【一般質問】

　
　
こ
れ
ま
で
に
退
任
し
た
協
力
隊
員
は
６

人
。
う
ち
１
人
が
市
内
で
起
業
、
定
住
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
十
分
な

活
動
や
起
業
に
向
け
た
準
備
が
難
し
か
っ
た

こ
と
が
、
定
着
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
総
合
的
体
育
施
設
が
建
設
さ
れ
た
際

に
は
、
甘
木
武
道
館
は
廃
止
し
、
新
施
設

に
集
約
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
大
規
模
改
修
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　
　
朝
倉
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
躍
し
た
過
去
の
隊
員
は
、
退
任

後
、
市
内
に
定
着
し
て
い
る
の
か
。

　
　
事
業
構
想
大
学
院
大
学
が
進
め
る

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
事
業
に

よ
り
、
毎
年
10
人
程
度
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
人
材
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
募
集
で
き
る
。
事
業
構
想
を
学
ぶ

　
　
現
在
、
起
業
支
援
の
補
助
金
制
度
を

創
設
し
、
セ
ミ
ナ
ー
等
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。
活
動
中
の
協
力
隊
員
６
人

の
う
ち
１
人
は
既
に
起
業
し
て
お
り
、
準

備
中
の
隊
員
も
２
人
い
る
。
今
後
も
協
力

隊
員
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
応
募
に
つ
い

て
は
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
少
子
化
に
よ
り
、
団
体
競
技
の
チ
ー

ム
編
成
が
容
易
に
で
き
な
い
。
甘
木
武
道

館
の
壁
面
の
一
部
を
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施

設
に
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

ボルダリング施設の
設置が望まれる

長田水門の下流を望むと、
積まれた堆積土砂が見える

飯田　早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

事
業
構
想
大
学
院
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

　 

校
設
置
事
業
に
つ
い
て

② 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

蜷
城
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

事
業
構
想
大
学
院
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
に
つ
い
て
問
う

Ｑ
農
地
被
害
の
軽
減
策
は

Ａ
関
係
機
関
と
詰
め
の
協
議
を
し
て
い
る

　
　
朝
倉
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

支
援
・
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る
。
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
治
水
問
題
は
、
蜷
城
地
区
の
最
大
の

課
題
で
あ
る
が
、
長
田
川
の
管
理
が
ほ
と

　
　
堤
防
嵩
上
げ
、
河
道
掘
削
、
一
部
区

間
で
は
築
堤
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
堤
防

嵩
上
げ
に
伴
う
拡
幅
の
幅
等
に
つ
い
て

は
、
調
査
中
で
あ
る
。
改
修
期
間
に
つ
い

て
は
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
よ

う
、
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
　
佐
田
川
河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
佐
田
川
の
改
修
予
定

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
ト
イ
レ
の
個
室
の
大
き
さ
に
よ
り
、

設
置
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
。
利
用
者
の

多
い
施
設
で
は
、
既
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
を
先
行
し
て
、
サ
イ
ズ
が
大
き
い

物
へ
の
交
換
や
、
説
明
書
き
等
の
案
内
を

進
め
て
い
き
た
い
。
新
庁
舎
に
は
、
各
フ

ロ
ア
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
公
共
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

容
量
不
足
。
サ
イ
ズ
を
大
き
く
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
男
性
ト
イ
レ
全
体
を
対
象
に
設
置
を

再
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
朝
倉
県
土
整
備
事
務
所
に
対
し
、
草

刈
り
等
、
維
持
管
理
を
お
願
い
す
る
。

　
ま
た
、
佐
田
川
へ
の
直
接
排
水
と
佐
田

川
の
河
床
掘
削
は
、
関
係
機
関
と
の
詰
め

の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
定
期
接
種
の
詳
細
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
現
段
階
で
自
己
負
担
額
や

助
成
に
つ
い
て
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

森
林
保
全
・
空
家
対
策
の
施
策
を
問
う

　
　
所
有
者
自
ら
の
責
任
が
前
提
な
の

で
、
適
切
な
管
理
等
の
啓
発
が
必
要
で
あ

る
。
空
家
利
活
用
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム

や
不
良
空
家
等
解
体
撤
去
費
の
補
助
事
業

の
対
策
が
あ
る
。

　
　
朝
倉
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
市
の

知
名
度
や
魅
力
度
の
向
上
に
大
変
有
効
で

あ
る
。
他
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て
情
報

収
集
し
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
観
光

協
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
勉
強
し
て

行
き
た
い
。

　
　
国
は
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
を
65
歳
以
上
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、
50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
朝
倉
市
の 徳永　秀俊　議員

とくなが ひでとし

サイズの大きいサニタリー
ボックスの設置を

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし

加藤　正二　議員
か とう しょうじ

こ
と
が
で
き
、
起
業
や
市
内
定
住
に
繋

が
る
た
め
、
こ
の
事
業
に
応
募
し
て
は

ど
う
か
。

助
成
制
度
を
維
持
し
て
も
ら
い
た
い
。

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
河
川
の

掘
削
と
サ
イ
ホ
ン
一
体
の
見
直
し
に
よ
る

佐
田
川
へ
の
直
接
排
水
に
よ
り
、
排
水
が

大
き
く
改
善
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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中島　秀樹　議員
なかしま ひで  き

　
　
こ
れ
ま
で
、
比
良
松
中
の
災
害
復
旧

工
事
、
杷
木
小
の
新
設
、
ま
た
、
児
童
数

急
増
に
対
応
す
る
た
め
の
立
石
小
増
築
工

事
等
、
ト
イ
レ
洋
式
化
よ
り
優
先
度
、
緊

急
度
が
高
い
と
判
断
し
た
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。
令
和
６
年
度
に
福
田
小
、
朝
倉

東
小
及
び
立
石
小
の
ト
イ
レ
工
事
を
行
い
、

当
初
計
画
よ
り
２
年
前
倒
し
で
令
和
８
年

度
ま
で
に
小
学
校
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

中
学
校
の
洋
式
化
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
整
備
は
な
ぜ
遅

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
関
係
機
関
と
重
ね
て
対
策
会
議
を
開

催
し
て
お
り
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
　
治
水
能
力
が
著
し
く
低
い
小
石
原

川
。
沿
川
住
民
の
不
安
は
、
関
係
者
に
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
朝
倉
市
に
と
っ
て
水
田
農
業
は
基
礎

的
な
財
産
。
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

関
係
機
関
に
強
く
求
め
て
い
く
。

　
　
農
業
用
水
が
不
足
し
て
お
り
、
揚
水

機
場
(
農
地
に
ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ

る
施
設
)
の
維
持
管
理
費
が
膨
大
。
朝
倉

市
は
水
源
地
で
あ
り
、
地
域
が
困
ら
な
い

よ
う
優
位
性
が
あ
る
べ
き
で
は
。

　
　
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
小
中
学

　
　
既
存
の
施
設
は
空
調
設
置
を
前
提
と

し
て
お
ら
ず
、
断
熱
性
の
確
保
が
な
い
た

め
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
。
体

育
館
利
用
時
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

大
型
扇
風
機
の
設
置
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
市
長
に
問
う
。
地
域
づ
く
り
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
、
地
域
情
報
の
充
実
と
は
。
具
体

的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
で
情
報
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
す
る
。
情
報
伝
達
の
多
重
化
・

多
様
化
を
図
り
、
住
民
同
士
の
交
流
を
深

め
、
確
実
・
迅
速
な
防
災
情
報
を
発
信
で

き
る
体
制
を
整
え
る
。

　
　
今
夏
、
台
風
時
の
学
童
保
育
所
の
開

閉
所
の
判
断
が
遅
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な

対
応
だ
っ
た
の
か
。

　
　
予
報
が
日
ご
と
に
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
に
は
急
な
閉
所
に
な
る
可
能

性
に
つ
い
て
事
前
周
知
を
行
っ
た
。
今
後

も
、
各
学
童
保
育
所
と
の
意
見
交
換
や
教

育
委
員
会
等
と
協
議
を
行
い
、
災
害
時
の

対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
学
童
保
育
所
支
援
員
の
処
遇
改
善
、

今
後
の
学
童
政
策
を
問
う
。

　
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
事
業
や
処
遇
改
善

事
業
を
利
用
し
、
雇
用
関
係
の
改
善
を
働

き
か
け
て
い
る
。
保
護
者
会
、
学
校
、
地

域
と
連
携
し
、
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
学
童
保
育
所
を
目
指
し
て
い
く
。

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

小
石
原
川
の
治
水
と
利
水
に
つ
い
て

② 

両
筑
平
野
用
水
に
つ
い
て

③ 

市
街
地
の
都
市
整
備
に
つ
い
て

④ 

学
童
保
育
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

② 

体
育
館
に
つ
い
て

③ 

運
動
施
設
に
つ
い
て

④ 

市
長
に
問
う

Ｑ
市
長
に
問
う
　
運
動
施
設
を
ど
う
す
る

Ａ
で
き
な
い
理
由
で
な
く
で
き
る
方
策
を
探
す

【一般質問】 【一般質問】

　
　
近
隣
自
治
体
に
お
け
る
制
度
・
運
用

を
注
視
し
な
が
ら
調
査
分
析
を
行
い
、
適

正
な
任
用
配
置
及
び
処
遇
に
努
め
て
い

く
。
今
後
、
職
員
団
体
と
の
交
渉
・
協
議

を
踏
ま
え
て
結
論
を
出
し
て
い
く
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
勤
勉
手
当
を
支

給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
福
岡
県
下
60

自
治
体
の
う
ち
、
朝
倉
市
を
含
む
４
自
治

体
が
未
支
給
で
あ
る
。
正
規
職
員
と
の
大

き
な
処
遇
の
違
い
は
、
現
場
の
士
気
に
も

関
わ
っ
て
く
る
。
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
２

年
間
で
、
早
期
退
職
し
た
若
手
職
員
が
８

名
い
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
早
期
退
職
の
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
若
い
世
代
の
職
員
の
退
職
は
、
組
織

に
と
っ
て
損
失
で
あ
る
。
退
職
の
背
景
に

は
、
公
務
員
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
や
若

い
世
代
の
仕
事
観
な
ど
、
様
々
な
変
化
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
各
自
治
体
に
お
い

て
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
採
用
時
に
お

け
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
と
受
験
者
数
の

確
保
、
ま
た
、
職
場
環
境
の
向
上
に
関
す

る
研
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
災
害
対
応
や
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対

応
な
ど
、
職
員
の
負
担
は
厳
し
い
状
況
が

続
く
が
、
職
場
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
退
職
者
の
防
止
に
努
め

て
い
き
た
い
。

和式いやだ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

② 

市
職
員
の
人
材
育
成

③ 

中
学
校
の
登
下
校
の
安
全
に
つ
い
て

④ 

小
中
学
校
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

　 

た
ら
い
い
の
か

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
勤
勉
手
当
を

あ
り
え
な
い
　

水
源
地
で
あ
る
朝
倉
市
の「
水
」が
足
り
な
い

Ｑ
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
急
げ

Ａ
議
会
の
指
摘
を
受
け
、
指
示
を
出
し
た

　
　
市
内
に
は
小
学
校
が
11
校
あ
り
、
う

ち
２
校
は
洋
式
化
を
完
了
。
今
年
度
と
来

年
度
に
か
け
て
３
校
を
洋
式
化
す
る
こ
と

で
、
残
り
６
校
と
な
る
。
数
が
多
く
、
設

計
管
理
の
た
め
の
人
的
資
源
や
財
政
面
の

課
題
が
あ
り
、
対
応
が
難
し
い
。
ま
た
、

市
の
負
担
を
極
力
抑
え
、
国
庫
補
助
等
を

活
用
し
た
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
対
応
に

　
　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
重
要
な
問

題
で
あ
る
た
め
、
６
月
議
会
に
続
き
再
び

質
問
す
る
。
な
ぜ
、
小
学
校
は
１
年
、
中

学
校
は
２
年
前
倒
し
の
計
画
な
の
か
。
も
っ

と
早
く
で
き
な
い
の
か
。
６
月
議
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
基
金
を
使
い
、
す
ぐ
に

着
手
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
や
る
必
要

が
あ
る
も
の
は
、
す
ぐ
や
る
べ
き
だ
。

　
　
現
行
予
算
を
活
用
し
、
追
加
工
事
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
来

年
度
も
当
初
予
定
に
加
え
、
新
た
に
追
加

工
事
が
で
き
な
い
か
調
整
し
て
い
る
。

　
　
今
年
度
は
、
当
初
計
画
の
み
を
実
施

す
る
の
か
。
よ
り
急
い
で
や
っ
て
欲
し
い
。

　
　
教
育
長
か
ら
、
学
校
ト
イ
レ
の
状
況

を
見
て
、
し
っ
か
り
や
れ
る
と
聞
い
た
。

６
月
議
会
で
の
指
摘
を
受
け
、
で
き
る
だ

け
早
く
取
り
組
む
よ
う
に
指
示
を
出
し
て

い
る
。

　
　
全
体
計
画
が
前
倒
し
に
な
っ
た
こ
と

を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
も
ら
え
ば
、
待
つ
ほ

う
も
待
ち
や
す
い
。
保
護
者
は
喜
び
、
朝

倉
市
が
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と

伝
わ
る
。
計
画
の
前
倒
し
に
つ
い
て
、
市

長
に
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
求
め
た
い
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

各地に設置されている
揚水機場

朝倉市の業務は
会計年度任用職員に
支えられている

増築でトイレも増える
立石小学校

柴山　恭子　議員
しばやま きょうこ

校
体
育
館
や
社
会
体
育
施
設
が
あ
る
。
既

存
の
施
設
の
空
調
設
備
の
考
え
方
は
。

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

な
っ
た
。
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中島　秀樹　議員
なかしま ひで  き

　
　
こ
れ
ま
で
、
比
良
松
中
の
災
害
復
旧

工
事
、
杷
木
小
の
新
設
、
ま
た
、
児
童
数

急
増
に
対
応
す
る
た
め
の
立
石
小
増
築
工

事
等
、
ト
イ
レ
洋
式
化
よ
り
優
先
度
、
緊

急
度
が
高
い
と
判
断
し
た
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。
令
和
６
年
度
に
福
田
小
、
朝
倉

東
小
及
び
立
石
小
の
ト
イ
レ
工
事
を
行
い
、

当
初
計
画
よ
り
２
年
前
倒
し
で
令
和
８
年

度
ま
で
に
小
学
校
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

中
学
校
の
洋
式
化
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
整
備
は
な
ぜ
遅

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
関
係
機
関
と
重
ね
て
対
策
会
議
を
開

催
し
て
お
り
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
　
治
水
能
力
が
著
し
く
低
い
小
石
原

川
。
沿
川
住
民
の
不
安
は
、
関
係
者
に
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
朝
倉
市
に
と
っ
て
水
田
農
業
は
基
礎

的
な
財
産
。
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

関
係
機
関
に
強
く
求
め
て
い
く
。

　
　
農
業
用
水
が
不
足
し
て
お
り
、
揚
水

機
場
(
農
地
に
ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ

る
施
設
)
の
維
持
管
理
費
が
膨
大
。
朝
倉

市
は
水
源
地
で
あ
り
、
地
域
が
困
ら
な
い

よ
う
優
位
性
が
あ
る
べ
き
で
は
。

　
　
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
小
中
学

　
　
既
存
の
施
設
は
空
調
設
置
を
前
提
と

し
て
お
ら
ず
、
断
熱
性
の
確
保
が
な
い
た

め
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
。
体

育
館
利
用
時
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

大
型
扇
風
機
の
設
置
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
市
長
に
問
う
。
地
域
づ
く
り
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
、
地
域
情
報
の
充
実
と
は
。
具
体

的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
で
情
報
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
す
る
。
情
報
伝
達
の
多
重
化
・

多
様
化
を
図
り
、
住
民
同
士
の
交
流
を
深

め
、
確
実
・
迅
速
な
防
災
情
報
を
発
信
で

き
る
体
制
を
整
え
る
。

　
　
今
夏
、
台
風
時
の
学
童
保
育
所
の
開

閉
所
の
判
断
が
遅
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な

対
応
だ
っ
た
の
か
。

　
　
予
報
が
日
ご
と
に
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
に
は
急
な
閉
所
に
な
る
可
能

性
に
つ
い
て
事
前
周
知
を
行
っ
た
。
今
後

も
、
各
学
童
保
育
所
と
の
意
見
交
換
や
教

育
委
員
会
等
と
協
議
を
行
い
、
災
害
時
の

対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
学
童
保
育
所
支
援
員
の
処
遇
改
善
、

今
後
の
学
童
政
策
を
問
う
。

　
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
事
業
や
処
遇
改
善

事
業
を
利
用
し
、
雇
用
関
係
の
改
善
を
働

き
か
け
て
い
る
。
保
護
者
会
、
学
校
、
地

域
と
連
携
し
、
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
学
童
保
育
所
を
目
指
し
て
い
く
。

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

小
石
原
川
の
治
水
と
利
水
に
つ
い
て

② 

両
筑
平
野
用
水
に
つ
い
て

③ 

市
街
地
の
都
市
整
備
に
つ
い
て

④ 

学
童
保
育
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

② 

体
育
館
に
つ
い
て

③ 

運
動
施
設
に
つ
い
て

④ 

市
長
に
問
う

Ｑ
市
長
に
問
う
　
運
動
施
設
を
ど
う
す
る

Ａ
で
き
な
い
理
由
で
な
く
で
き
る
方
策
を
探
す

【一般質問】 【一般質問】

　
　
近
隣
自
治
体
に
お
け
る
制
度
・
運
用

を
注
視
し
な
が
ら
調
査
分
析
を
行
い
、
適

正
な
任
用
配
置
及
び
処
遇
に
努
め
て
い

く
。
今
後
、
職
員
団
体
と
の
交
渉
・
協
議

を
踏
ま
え
て
結
論
を
出
し
て
い
く
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
勤
勉
手
当
を
支

給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
福
岡
県
下
60

自
治
体
の
う
ち
、
朝
倉
市
を
含
む
４
自
治

体
が
未
支
給
で
あ
る
。
正
規
職
員
と
の
大

き
な
処
遇
の
違
い
は
、
現
場
の
士
気
に
も

関
わ
っ
て
く
る
。
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
２

年
間
で
、
早
期
退
職
し
た
若
手
職
員
が
８

名
い
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
早
期
退
職
の
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
若
い
世
代
の
職
員
の
退
職
は
、
組
織

に
と
っ
て
損
失
で
あ
る
。
退
職
の
背
景
に

は
、
公
務
員
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
や
若

い
世
代
の
仕
事
観
な
ど
、
様
々
な
変
化
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
各
自
治
体
に
お
い

て
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
採
用
時
に
お

け
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
と
受
験
者
数
の

確
保
、
ま
た
、
職
場
環
境
の
向
上
に
関
す

る
研
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
災
害
対
応
や
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対

応
な
ど
、
職
員
の
負
担
は
厳
し
い
状
況
が

続
く
が
、
職
場
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
退
職
者
の
防
止
に
努
め

て
い
き
た
い
。

和式いやだ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

② 

市
職
員
の
人
材
育
成

③ 

中
学
校
の
登
下
校
の
安
全
に
つ
い
て

④ 

小
中
学
校
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

　 

た
ら
い
い
の
か

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
勤
勉
手
当
を

あ
り
え
な
い
　

水
源
地
で
あ
る
朝
倉
市
の「
水
」が
足
り
な
い

Ｑ
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
急
げ

Ａ
議
会
の
指
摘
を
受
け
、
指
示
を
出
し
た

　
　
市
内
に
は
小
学
校
が
11
校
あ
り
、
う

ち
２
校
は
洋
式
化
を
完
了
。
今
年
度
と
来

年
度
に
か
け
て
３
校
を
洋
式
化
す
る
こ
と

で
、
残
り
６
校
と
な
る
。
数
が
多
く
、
設

計
管
理
の
た
め
の
人
的
資
源
や
財
政
面
の

課
題
が
あ
り
、
対
応
が
難
し
い
。
ま
た
、

市
の
負
担
を
極
力
抑
え
、
国
庫
補
助
等
を

活
用
し
た
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
対
応
に

　
　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
重
要
な
問

題
で
あ
る
た
め
、
６
月
議
会
に
続
き
再
び

質
問
す
る
。
な
ぜ
、
小
学
校
は
１
年
、
中

学
校
は
２
年
前
倒
し
の
計
画
な
の
か
。
も
っ

と
早
く
で
き
な
い
の
か
。
６
月
議
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
基
金
を
使
い
、
す
ぐ
に

着
手
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
や
る
必
要

が
あ
る
も
の
は
、
す
ぐ
や
る
べ
き
だ
。

　
　
現
行
予
算
を
活
用
し
、
追
加
工
事
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
来

年
度
も
当
初
予
定
に
加
え
、
新
た
に
追
加

工
事
が
で
き
な
い
か
調
整
し
て
い
る
。

　
　
今
年
度
は
、
当
初
計
画
の
み
を
実
施

す
る
の
か
。
よ
り
急
い
で
や
っ
て
欲
し
い
。

　
　
教
育
長
か
ら
、
学
校
ト
イ
レ
の
状
況

を
見
て
、
し
っ
か
り
や
れ
る
と
聞
い
た
。

６
月
議
会
で
の
指
摘
を
受
け
、
で
き
る
だ

け
早
く
取
り
組
む
よ
う
に
指
示
を
出
し
て

い
る
。

　
　
全
体
計
画
が
前
倒
し
に
な
っ
た
こ
と

を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
も
ら
え
ば
、
待
つ
ほ

う
も
待
ち
や
す
い
。
保
護
者
は
喜
び
、
朝

倉
市
が
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と

伝
わ
る
。
計
画
の
前
倒
し
に
つ
い
て
、
市

長
に
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
求
め
た
い
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

各地に設置されている
揚水機場

朝倉市の業務は
会計年度任用職員に
支えられている

増築でトイレも増える
立石小学校

柴山　恭子　議員
しばやま きょうこ

校
体
育
館
や
社
会
体
育
施
設
が
あ
る
。
既

存
の
施
設
の
空
調
設
備
の
考
え
方
は
。

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

な
っ
た
。
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P２ 令和５年度決算

P10 一般質問

P８ 委員会審査

P16 あの質問
どげんなった？

広
報
委
員
会

福岡県朝倉市菩提寺412番地2

10
月
５
日
、
サ
ン

ラ
イ
ズ
杷
木
で
「
つ

る
フ
ェ
ス
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
マ
ル

シ
ェ
に
は
、
朝
倉
東

高
校
の
生
徒
が
立

ち
上
げ
た
㈱
Ｅ
ａ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｉ
ｎ

ｃ
.(
イ
ー
ス
タ
ー

イ
ン
ク
)な
ど

20
店

が
出
店
。

ま
た
、
白
バ
イ
・
パ

ト
カ
ー
・
消
防
車
な

ど
も
来
て
く
れ
ま

し
た
。
鑑
識
体
験
や

記
念
撮
影
な
ど
、
楽

し
い
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

９
月
11
日
、総
務
文
教
常

任
委
員
会
で
、
福
田
小
・
馬

田
小
・
南
陵
中
の
ト
イ
レ
を

視
察
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
の
指
摘
を

受
け
止
め
、
市
は
当
初
の
予

定
を
２
年
前
倒
し
、令
和
10

年
度
ま
で
に
全
小
中
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
目
指

す
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
充
実
の
た

め
、
一
日
も
早
い
整
備
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
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【一般質問追跡】

令和６年８月３日、朝倉オートキャンプ場として

リニューアルオープンました。

電源付のオートサイトからフリーサイトまで、さ

まざまなキャンプスタイルに対応しています。

A 水源地域の特性ある現状を生かし、魅力ある

活用策を広く検討している。

Q あまぎ水の文化村において、「水辺のふれあい

ゾーン」がほとんど利用されていない。今後

の活用策は。　（令和３年９月定例会）

次回定例会の予定

12月５日開会日
12月10日～12日一般質問

12月12日議案質疑
12月13日～17日常任委員会

12月20日閉会日 

※11月29日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、車
い
す
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
草
場
龍
治
選

手（
朝
倉
市
馬
田
出
身
）が
出
場

し
、悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

地
元
出
身
の
選
手
の
活
躍
に
、元

気
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
元
気
を
糧
に
、こ
れ
か
ら

も
分
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
熊
本
　
正
博

副
委
員
長
　
徳
永
　
秀
俊

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

表
紙
の
風
景
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